
 
 

    
      

四
月
五
日(

金)

に
本
校
体
育
館
で
令
和
六
年
度
の

入
学
式
が
行
わ
れ
、
四
七
五
人
の
新
入
生
が
入
学
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
多
く
の
保
護
者
の
方
に
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
享
栄
生
と
し
て
の
三

年
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
高
校

生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
教
職
員
一
同
、

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

                  
 

   

新
入
生
代
表
の

藤
井 

陽
斗
さ
ん

（
岡
崎
市
立
南
中

学
校
出
身
）
が
「
先

生
方
の
御
指
導
に

従
い
、
立
派
な
生

徒
に
な
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。
」
と
宣

誓
し
ま
し
た
。 

 

      

愛
知
県
高
等
学
校
優
勝
野
球
大
会 

 

優
勝 

                     

    

          

 
 

  

愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

 

準
優
勝
（東
海
大
会
出
場
） 

  

            

 

                      

名
古
屋
市
立
北
中
学
校
出
身 

川
口 

音
色
さ
ん 

  

仕
事
を
誰
か
一
人
に
丸
投
げ
す
る
こ
と
な
く
、
部
屋

の
班
全
員
が
各
々
責
任
を
も
っ
て
行
動
で
き
ま
し
た
。 

私
の
出
身
校
で
は
、
小
さ
な
こ
と
で
も
あ
り
が
と
う

の
気
持
ち
を
伝
え
る
な
ど
、
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し

て
い
た
の
で
、
今
回
の
合
宿
で
生
か
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
私
が
一
人
で
い
た
時
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
子
が
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
安
心

し
て
役
割
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
学
校
生
活
で
は
、
今
回
の
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と

を
発
揮
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

   

 優 

勝 

安
城
市
立
安
城
南
中
学
校
出
身 

一
年 

桐
原 

歩
夢 

さ
ん 

名
古
屋
市
立
桜
田
中
学
校
出
身 

三
年 

竹
内 

優
司 

さ
ん 

刈
谷
市
立
刈
谷
東
中
学
校
出
身 

三
年 

山
内  

元 
 

さ
ん 

準
優
勝 

名
古
屋
市
立
汐
路
中
学
校
出
身 

三
年 

久
乘 

龍
志 

さ
ん 

一
宮
市
立
西
成
中
学
校
出
身 

 

二
年 

犬
塚  

烈 
 

さ
ん 

名
古
屋
市
立
は
と
り
中
学
校
出
身 

三
年 

中
川 

存
毅 

さ
ん 

                       

第
五
位
（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
） 

東
海
市
立
上
野
中
学
校
出
身 

 

三
年 

長
屋 

優
斗 

さ
ん 

半
田
市
立
半
田
中
学
校
出
身 

 

三
年 

榊
原 

雅
翔 

さ
ん 

         

                    

名
古
屋
市
立
左
京
山
中
学
校
出
身 

新
垣 

夢
華
さ
ん 

  

こ
の
一
泊
二
日
の
合
宿
で
、
と
て
も
成
長
で
き
た
と

感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
や
十
分
前
行
動
な

ど
、
「
一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
一
人
の

た
め
に
」
行
動
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
変
わ
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 

ス
マ
ホ
の
な
い
環
境
で
生
活
す
る
の
は
今
の
私
に
と

っ
て
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

  

 

 

          

 

    

     
 

                          
 

    
 

 
      

 

 
 

 

 

  

名
古
屋
市
立
上
社
中
学
校
出
身 

堀
江 

奏
太
さ
ん 

 

 

学
習
合
宿
を
終
え
て
高
校
三
年
間
で
が
ん
ば
る
こ

と
を
三
つ
決
め
ま
し
た
。 

一
つ
目
は
、
「
基
礎
か
ら
確
実
に
や
る
」
で
す
。

基
礎
が
で
き
て
い
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
を
中

学
校
で
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
で
は
朝
学
習
で

漢
字
や
英
語
の
長
文
問
題
を
解
い
て
い
ま
す
。
自
分

の
中
で
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
め
て
い
る
の
で
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。 

二
つ
目
は
「
友
人
関
係
」
で
す
。
高
校
に
入
学
し

た
時
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
す
が
、
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
が
面
白
く
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
の

で
毎
日
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。 

三
つ
目
は
「
や 

る
気
を
あ
げ
る
」 

で
す
。
中
学
校
の 

時
は
、
な
か
な
か 

集
中
し
て
勉
強
が 

で
き
ま
せ
ん
で
し 

た
。
享
栄
高
校
で 

は
Ｃ
Ｐ
コ
ー
ス 

で
、
目
標
で
あ
る 

四
年
制
大
学
合
格 

を
目
指
し
て
が
ん 

ば
っ
て
い
こ
う
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 
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軟
式
野
球
部 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

全
国
高
等
学
校
総
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体
育
大
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愛
知
県
大
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吹
奏
楽
部 

セ
ン
ト
レ
ア 

ス
カ
イ 

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
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２
０
２
４
出
演 

 

本
校
で
は
、
普
通
科
・
商
業
科
・
機
械
科
の
ど
の
学

科
で
入
学
し
て
も
、
一
年
生
で
は
、
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
英
語
の
五
教
科
を
中
心
に
同
じ
授
業
内
容

で
学
習
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
二
年
生
進
級
時
に
自
分
の
「
進
路
」
や
「
将
来

の
夢
」
を
考
え
、
入
学
時
の
学
科
に
と
ら
わ
れ
ず
、
学

科
（コ
ー
ス
）を
再
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
東
海
大
会
出
場
） 

（
桐
原
・
竹
内
選
手
は
東
海
大
会
出
場 

山
内
選
手
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
） 


